
鯵参蝋参
その⑫自分のお口の様子を知るという事

お話／足立優歯科診療所

でん太の騒参聡参

教えてドクター

「

で
ん
太
ド
ク
タ
ー
、
早
く
治
し
て
。

お
任
せ
す
る
か
ら
、
お
願
い
！

Ｄ
ｒ
、
お
任
せ
は
よ
く
な
い
よ
。
治

療
に
入
る
前
に
、
ま
ず
こ
の
検
査
の
結

果
を
説
明
す
る
か
ら
、
自
分
自
身
の
口

の
中
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
た
上
で
、
ど

の
よ
う
に
治
療
を
し
て
も
ら
い
た
い
か

を
自
分
の
意
志
で
選
ば
な
い
と
ね
。
歯

科
医
師
は
そ
の
た
め
に
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
提
供
し
、
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
く
の
が
務
め
な
ん
だ
。

で
ん
太
そ
れ
っ
て
前
に
ド
ク
タ
ー
に

教
え
て
も
ら
っ
た
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
の
こ
と
？

Ｄ
ｒ
．
よ
く
覚
え
て
い
た
ね
。
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
と
は
、
「
威

嚇
ま
た
は
不
適
当
な
誘
導
な
し
に
、
患

者
が
理
解
で
き
る
方
法
及
び
言
語
に
よ

り
、
適
当
で
理
解
で
き
る
情
報
を
患
者

に
適
切
に
説
明
し
た
後
に
、
自
由
に
行

わ
れ
る
同
意
を
い
う
。
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
ん
だ
。

で
ん
太
何
か
難
し
そ
う
や
ね
え
。

「
お
任
せ
医
療
」
か
ら
「
お
好
み
医
療
」

へ
い
う
こ
と
か
な
あ
…
。

Ｄ
ｒ
．
そ
う
だ
ね
え
。
選
ぶ
権
利
は

患
者
自
身
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
口
の
中
の
健
康
を
回
復
・
維
持
，

増
進
を
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
で
健

康
管
理
計
画
を
立
て
て
い
か
な
い
と
ね
。

さ
あ
次
は
、
歯
の
根
の
状
態
を
説
明
す

る
よ
。

で
ん
太
え
－
つ
、
ま
だ
悪
い
と
こ
あ
っ

た
ら
ど
な
い
し
よ
う
…
。

8０

足立優 院長

で
ん
太
ド
ク
タ
ー
、
こ
の
間
の
検
査

結
果
は
出
て
る
か
な
あ
？

Ｄ
ｒ
．
も
う
、
ち
や
－
ん
と
出
来
て

る
よ
。

で
ん
太
へ
え
－
、
す
ご
い
い
っ
ぱ
い

報
告
書
が
あ
る
ん
や
ね
え
。
わ
あ
！
絵

も
書
い
て
あ
る
わ
。

Ｄ
ｒ
．
こ
の
報
告
書
は
ね
、
患
者
さ

ん
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
や
さ
し
い
言

葉
で
説
明
し
て
あ
っ
て
、
あ
と
で
見
返

し
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
文
書
や
イ
ラ

ス
ト
で
表
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

で
ん
太
ド
ク
タ
ー
、
歯
の
上
に
パ
イ

キ
ン
君
が
書
い
て
あ
る
の
は
何
な
の
？

Ｄ
ｒ
．
虫
歯
と
歯
ぐ
き
の
状
態
を
示

し
て
い
る
ん
だ
よ
。
で
ん
太
の
場
合
は

田
本
の
虫
歯
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ね
。

で
ん
太
え
－
つ
、
そ
ん
な
に
た
く
さ

ん
あ
っ
た
の
。
ち
ゃ
ん
と
歯
磨
き
し
て

る
し
歯
に
は
自
信
が
あ
っ
た
の
に
な
あ
。

Ｄ
ｒ
．
ま
だ
初
期
の
ち
い
さ
な
虫
歯

が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
、
適
切
な
治
療
で

治
る
よ
。
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
歯
磨

き
方
法
も
見
直
せ
ば
充
分
虫
歯
の
原
因

は
取
り
除
け
る
か
ら
、
再
発
も
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
よ
。
歯
磨
き
を
し
て
い
る

と
い
う
の
と
、
歯
磨
き
が
で
き
て
い
る

の
は
違
う
か
ら
注
意
し
よ
う
ね
。

で
ん
太
ふ
－
ん
、
た
だ
磨
け
ば
い
い
っ

て
も
ん
や
な
い
ん
や
ね
。

Ｄ
ｒ
．
そ
れ
か
ら
一
部
の
歯
ぐ
き
に

軽
度
の
腫
れ
が
あ
り
歯
肉
炎
の
状
態
に

も
な
っ
て
い
る
ね
。
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～患者さんの知る権利。学習する権利は、医療者が医療の素人である患者さんに対して、わかりやすく情報提供をする事に
より守られる～

諭赫

でん太様のお口の状態(虫歯と歯周の状態）

」右一
虫歯の状態をイラストを使毎

て表示

Ｉ

Ｖ

このレイアウトは、分かりやすくするために鏡にうつした状態で喪示しています

赫臨

○鐙髄盤噌蝿回顧００隠鯛

織園Ⅲ,ﾛ､川蝉
1γl18111qllﾌ、２１２２１２罰２４２Sl2G12712812930j五l-a2

鴬
⑧
曇

論療の状態の良否は形や色

で表示

右 I、左

ﾏヘ
O'０olo 計

歯を支える骨の状態は色と

間苔で表示0１００

8１

一基本的人権に基づく患者の権利として－

●医療に対する参加権

●知る権利と学習権

●燈善の医療を受ける権利

●安全な医療を受ける権利

●平等な医療を受ける権利

●医療における自己決定権

が定められている

動揺のある歯の数

親知らずの歯の数

歯ぐきの炎症

歯周ポケットの状態

繊騨霊
…馴聯駕覇…霊神戸市東灘区岡本１．３．３３

e-mail･adachi＠kba､att･nejp

婁畿i識噌鯛言
雲騨蝿

■
足
立
優
（
あ
だ
ち
ま
さ
る
）
１

９
６
０
年
生
ま
れ
。
大
阪
歯
科
大
学
卒
。

１
９
８
８
年
米
国
留
学
後
、
神
戸
市
東

灘
区
に
足
立
優
歯
科
診
療
所
開
設
。

行
動
医
学
の
概
念
を
基
盤
と
し
た
自
己

決
定
に
基
づ
く
予
防
管
理
中
心
型
の
歯

科
医
療
を
展
開
す
る
。

歯ぐきの炎症の状態は

色で裟示

虫歯の状態０

Ｉ’
鐙曇鐙
末期進行中初期

０本

４本

全体に認めます

一部深いところがあります

一医縦における世界標準として一

世界医師会総会（1995年９月）

自己決定権を中心とした医療において

すべての医師が守るべき患者の権利として

「患者の椛利に関するリスボン宣言」を

改訂した

あなたの歯の状態の集計（虫歯、歯周）

失った歯の数０本

虫歯の歯の数１３本

知覚過敏の歯の数０本

破折、ひび割れの歯の数０本
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配

と
だ
っ
た
。

今
後
の
建
物
保
存
活
用
の
可
能
性
を

現
在
建
築
の
専
門
家
を
中
心
に
議
論
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
建
物
の
持
つ
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
の
ほ
か
に
、
ど
れ

だ
け
地
域
や
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
の

か
が
関
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

ま
ち
に
あ
る
建
築
物
は
地
域
の
歴
史
、

住
宅
で
あ
れ
ば
家
族
の
歴
史
の
記
憶
装

置
と
し
て
、
次
世
代
に
伝
わ
っ
て
い
く
。

大
震
災
で
は
多
く
の
記
憶
装
置
が
一
度

に
失
っ
て
い
る
。

「
ま
ち
に
歴
史
を
伝
え
る
記
憶
装
置

を
。
」
こ
れ
は
私
が
震
災
復
興
活
動
を

通
じ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で

あ
る
。 阪

神
淡
路
大
震
災
で
は
多
く
の
建
物

が
倒
壊
し
た
。
公
費
解
体
で
な
く
な
っ

た
建
物
も
数
多
い
。
そ
れ
か
ら
早
十
年
、

建
築
業
界
で
は
リ
フ
ォ
ー
ム
や
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
な
ど
、
既
存
建
物
の
再
活
用
が

メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
き
た
。

平
成
皿
、
妬
年
秋
に
私
の
所
属
す
る

建
築
士
会
神
戸
支
部
情
報
企
画
委
員
会

で
、
東
灘
区
に
あ
る
旧
乾
邸
を
親
子
で

建
物
探
検
し
よ
う
！
と
い
う
企
画
を
行
っ

た
。
企
画
の
内
容
は
、
子
供
た
ち
に
建

物
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
親

子
で
作
業
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
「
探
検
マ
ッ
プ
」
を
持
っ
た
親

子
に
建
物
を
探
検
し
て
も
ら
っ
た
。
ま

た
、
自
分
の
気
に
入
っ
た
旧
乾
邸
の
魅

力
的
な
部
分
を
描
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
取

り
入
れ
、
参
加
者
は
皆
、
親
や
子
ど
も

関
係
な
く
ス
ケ
ッ
チ
に
夢
中
に
な
っ
て

い
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画

段
階
で
「
親
子
だ
け
で
な
く
一
般
の
人

に
も
公
開
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
を
多

く
聞
き
、
急
遮
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

始
前
に
一
時
間
ほ
ど
一
般
公
開
の
時
間

を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
間
に

は
、
建
物
好
き
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

近
所
の
住
民
が
一
般
公
開
し
て
い
る
こ

と
を
聞
き
つ
け
て
見
学
が
相
次
い
だ
。

こ
の
建
物
は
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
「
地

域
の
財
産
」
と
言
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

各自気に入った場所で建物の魅力を表現する。企
画内容は、大人、子どもとも楽しめるようにした。

神戸の

アーバン

デザイン

亀頚

ｌ一

震
災
復
興
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
そ
の
卯

歴
史
を
刻
み
、

伝
え
る
記
憶
装
置

識

ゲストルームは２層吹き抜け空間。シャンデリ
アと暖炉、ステンドクラス、階段の細やかな造
作手すりで華やかさを演出している。

玄関ｱブﾛー ﾁは列柱越しに自然と取り込み人を暖かく導く。
ガﾗｽプﾛｯｸのﾄｯブﾗｲﾄ、ｱーﾁを描くｸﾛｽヴｫーﾙﾄ、
天井には趣のある細長い焦げ茶のﾀｲﾙが縁取られている。

|綴!ま駕蟻綴認繍も瀧撫
造２階建ての住宅。

8４

ｆ

「

嘩団

ド

〃

Ⅷ
４
面
の
、

旧乾邸のPRポスターを作成して発表した。子
供たちは意外な部分に気づく、 建物博士から、建物の詳しい説明を聞き入る参加

者の親子ｂ

画画

今今

一
一
■

画

島＝ー。

山本和代
断角企画樵式会社所信

里
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●
女
流
建
築
家
シ
リ
ー
ズ

鯉へ鳩面は感弛吹き抜
けから降り注ぐ陽光が空間に
ﾘスﾑをつくる。

③
玄幽扉を開けると視線は一直
線に抜け、階段は視線を上
へと導く。
水平垂直ののびやかさ、明暗
のｺﾝﾄﾗｽﾄがドﾗﾏをつくる。

④
ｽﾘｯﾄからの陽光が壁面照明
となり、ストリップ階段ごしに
透過する。

⑤
スパイラルに天に延びる螺旋
階段は屋上場面へのプロロー
グ。

ﾐﾔ電｡

記
憶
に
刻
ま
れ
る
場
面
③

物
語
に
は
起
承
転
結
が
あ
り
、
章
が

変
わ
る
と
次
の
場
面
へ
と
物
語
が
展
開

す
る
。
建
築
を
つ
く
る
こ
と
は
、
物
語

を
つ
く
る
、
あ
る
い
は
演
劇
を
つ
く
る

こ
と
と
似
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
空
間

に
起
承
転
結
を
つ
く
る
か
、
舞
台
を
ど

う
展
開
し
、
ど
れ
だ
け
の
物
語
を
そ
の

中
に
込
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
で
、
豊

か
な
空
間
に
な
る
か
が
決
ま
っ
て
く
る
。

住
ま
い
を
考
え
る
時
、
玄
関
・
廊
下
・

階
段
と
い
っ
た
人
の
視
線
が
移
動
す
る

場
は
魅
力
的
で
ワ
ク
ワ
ク
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
物
語
の
表
紙

を
め
く
る
、
あ
る
い
は
章
が
変
わ
る
丁

度
そ
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
所
作
に
似
て

い
る
。
視
線
の
移
動
が
少
な
い
Ｌ
Ｄ
Ｋ

や
部
屋
が
一
つ
の
章
、
一
つ
の
場
面
だ

と
す
る
と
、
部
屋
か
ら
部
屋
へ
、
階
下

か
ら
階
上
へ
、
視
線
が
移
動
す
る
場
は
、

場
面
が
変
わ
る
時
間
の
余
白
、
間
合
い

の
よ
う
な
空
間
で
あ
る
。

玄
関
の
扉
を
開
け
た
そ
の
瞬
間
、
外

の
世
界
か
ら
内
の
世
界
へ
場
面
が
展
開

す
る
。
住
ま
い
手
の
個
性
が
醸
し
出
さ

れ
る
舞
台
幕
開
け
の
瞬
間
で
あ
る
。

廊
下
を
抜
け
、
階
段
を
の
ぼ
る
。
窓

か
ら
差
し
込
む
陽
光
が
、
時
間
の
流
れ
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
感
じ
さ
せ
、
陽
光

が
生
み
出
す
明
暗
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
ド

ラ
マ
は
、
二
元
対
比
の
世
界
を
つ
く
る
。

窓
か
ら
垣
間
見
え
る
風
景
は
、
コ
マ
送

り
の
よ
う
に
次
の
場
面
へ
の
プ
ロ
ロ
ー

グ
と
な
り
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
な
る
。

視
線
の
移
動
す
る
場
は
、
よ
り
印
象

的
に
、
そ
の
場
面
を
記
憶
に
刻
む
。

単
な
る
通
過
す
る
場
所
と
し
て
で
は

な
く
、
日
々
繰
り
返
さ
れ
る
ド
ラ
マ
の

間
合
い
の
時
間
と
空
気
を
つ
く
る
、

「
含
み
」
あ
る
場
と
意
識
し
、
新
た
な

楽
し
み
を
発
見
し
て
欲
し
い
。

P■

鍛識鐸睡認謹E聖惨iＭ 神戸の

一
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一
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「

陽
気
な
南
欧
の
港
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
街
並
み

の
ボ
ル
ト
パ
ザ
ｉ
ル
。
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル

の
他
、
多
彩
の
料
理
が
そ
ろ
う
シ
ー
ポ
ー
ト
レ

ス
ト
ラ
ン
ッ
な
ど
の
施
設
が
集
ま
る
。
『
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ア
ウ
ト
レ
ッ
ッ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
に
、
キ
ッ

ズ
店
舗
が
集
ま
り
、
お
母
さ
ん
も
買
い
物
が
し

や
す
く
な
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

8６

可
侭

獅醐輔

竃

話題のひろば

=召
-－ｉ

黙認）

諦認鐘

ｌ
一 q

謝軸

を

帥
一
一

蕊菱髪雲雪雲量

ポ
ル
ト
バ
ザ
ー
ル
５
周
年

新
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
続
々
登
場

ジ
ュ
」
「
オ
シ
ュ
コ
シ
ュ
ビ
ゴ
ッ

シ
ュ
」
「
レ
ゴ
ク
リ
ッ
ク
ブ
リ
ッ

ク
」
な
ど
キ
ッ
ズ
ブ
ラ
ン
ド
が

集
ま
っ
て
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
す
る
。
ベ
ビ
ー
カ
ー

の
お
母
さ
ん
の
た
め
に
キ
ッ
ズ

店
舗
を
１
階
に
配
置
し
、
授
乳

室
を
増
設
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト

面
も
充
実
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
特
徴
だ
。

加
月
８
日
か
ら
は
、
５
周
年

記
念
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ェ

ス
タ
が
開
催
さ
れ
る
。
岨
日
ま

で
の
５
日
間
毎
日
先
着
５
０
０

名
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ベ
ル
テ
ィ

な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
ほ

か
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
、
恒
例

の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
・

企
画
が
も
り
だ
く
さ
ん
！

冠
０
７
８
‐
７
０
９
１
４
４
６
６

，
時
～
別
時
（
レ
ス
ト
ラ
ン
は

ｎ
時
～
塑
時
釦
分
）

言
言
詫
へ
へ
君
君
署
．
己
○
鴬
○
ず
胃
函
艮
８
目

四
黒
脚
先
の
△
気
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

蝿職
瓢『可ｒｚ叩、１版所

一

プ
「
ア
ー
バ
ン
リ
サ
ー
チ
ウ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
」
が
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
登
場
の
ほ
か
、
神
戸
発

の
人
気
シ
ョ
ッ
プ
「
サ
バ
ー
バ

ン
ア
ウ
ト
フ
ィ
ッ
タ
ー
ズ
町
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｒ
」
、
サ
ー
フ
ブ
ラ

ン
ド
「
ビ
ラ
ポ
ン
ス
ト
ア
」
キ
ッ

ズ
プ
ラ
ン
ド
「
テ
ン
ダ
ー
ポ
ッ

ク
ス
」
が
、
関
西
初
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
に
登
場
。
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
な
ら
で
は
お
値
打

ち
価
格
で
、
大
好
き
な
ブ
ラ
ン

ド
品
を
ゲ
ッ
ト
す
る
チ
ャ
ン
ス
。

サ
ン
プ
ル
品
な
ど
の
レ
ア
物
も

見
つ
け
ら
れ
る
か
も
。

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ア
ウ
ト
レ
ッ

ッ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
１
階
に
は
、
ニ
ュ
ー

オ
ー
プ
ン
の
「
テ
ン
ダ
ー
ポ
ッ

ク
ス
」
を
は
じ
め
、
「
ミ
ク
サ
ー

神
戸
初
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か

ら
賑
い
を
見
せ
て
い
る
マ
リ
ン

ピ
ア
神
戸
ポ
ル
ト
バ
ザ
ー
ル
。

Ⅲ
月
に
オ
ー
プ
ン
５
周
年
を
迎

え
、
一
部
を
リ
ー
ー
ュ
ー
ァ
ル
す

る
◎
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』

丸一日半のワークショップにもこれだけの参加者が集った夢の社会について語るパッチ氏

一
愛
と
友
情
と
ユ
ー
モ
ア
こ

そ
が
、
最
良
の
薬
で
あ
る
」
。

映
画
「
パ
ッ
チ
・
ア
ダ
ム
ス
」

の
実
在
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
ハ

ン
タ
ー
・
ア
ダ
ム
ス
氏
が
、
８

月
昭
日
か
ら
訂
日
ま
で
来
神
し

た
。
パ
ッ
チ
氏
が
行
う
医
療
活

動
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど
で
は
広
が
り
つ
つ
あ
る

９鯉，
Ｐ

閲＄ 鼠
話題のひろば

Ｅ

面!'-丁~で～Ｔ一一‐

硬□

夢の社会について自分たちの意見を述べる参加者たち

バ
ッ
チ
・
ア
ダ
ム
ス
氏
と
過
ご
す
３
日
間

愛
と
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
社
会
を
め
ざ
し
て

パ
ッ
チ
。
ア
ダ
ム
ス
．
ｍ

神
戸
２
０
０
４
開
催

8７

■
■

「
ク
ラ
ウ
ン
・
ド
ク
タ
ー
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
赤
鼻
を
付
け
、

お
ど
け
仕
草
で
自
ら
を
ピ
エ
ロ

に
扮
し
て
子
供
た
ち
と
遊
ぶ
こ

と
で
、
不
安
や
孤
独
を
和
ら
げ

る
。
鎚
日
に
は
、
神
戸
市
こ
ど

も
病
院
を
訪
れ
、
病
魔
に
苦
し

む
子
供
た
ち
に
ク
ラ
ウ
ー
ー
ン
グ

を
行
っ
た
。

妬
日
に
開
催
さ
れ
た
講
演
会

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に
愛
と
和

を
！
」
で
は
、
参
加
者
約
１
８

０
０
名
を
前
に
、
紛
争
が
つ
づ

く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
ク
ラ

ウ
ー
ー
ン
グ
の
旅
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放

映
し
、
戦
傷
を
負
っ
た
幼
い
子

供
た
ち
を
ク
ラ
ウ
ー
ー
ン
グ
す
る

様
子
を
紹
介
。
「
私
は
人
を
愛

し
た
い
。
殺
し
た
い
の
で
は
な

い
。
い
つ
も
犠
牲
に
な
る
の
は

子
供
た
ち
や
社
会
的
弱
者
だ
。

愛
や
思
い
や
り
が
平
和
な
世
界

に
は
欠
か
せ
な
い
」
と
戦
禍
の

道
を
歩
み
つ
づ
け
る
ア
メ
リ
カ

を
非
難
し
た
。

ま
た
約
３
０
０
名
が
参
加
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
青

少
年
と
一
緒
に
、
愛
と
ユ
ー
モ

ア
に
包
ま
れ
た
夢
の
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
検
討
し
た
。

最
終
日
に
は
、
パ
ッ
チ
氏
が
、

ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
建

設
中
の
無
料
診
断
所
の
資
金
を

募
る
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ

が
開
催
。
４
０
０
名
を
超
え
る

人
々
が
参
加
し
た
。

．＄

唖

■

砂

』

謝鳥ヅ

ﾌｪｱｳｪﾙパーティで、パッチ氏と記念撮影を行う参加者たち
0

戸

パッチ氏を交えて開催されたワークショップ
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～

コ

ゴ

崖

８
月
３
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
新
放
送
会
館

震
災
加
年
を
前
に

喜
び
の
竣
工
式

ト
ァ
ロ
ー
ド
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸

放
送
局
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災

で
全
壊
し
て
か
ら
、
あ
と
５
ヵ

月
で
ｎ
年
を
迎
え
る
。

８
月
３
日
朝
ｎ
時
。
そ
の
跡

地
と
東
隣
り
の
近
畿
財
務
局
所

有
地
を
ま
と
め
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神

戸
放
送
新
会
館
が
竣
工
し
た
。

放
送
塔
が
お
し
ゃ
れ
な

八
弧
Ｖ
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
ガ
ラ

ス
張
り
の
３
Ｆ
建
て
、
グ
レ
イ

の
壁
面
に
赤
で
可
愛
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

夜
、
光
が
入
る
と
鷲
く
ほ
ど

明
る
く
、
放
送
塔
が
オ
レ
ン
ジ

色
に
光
る
の
で
、
ト
ア
ロ
ー
ド

の
シ
ン
ボ
ル
が
よ
み
が
え
っ
た

感
じ
。１
Ｆ
は
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ

や
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
。
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
も
ト
ア

ロ
ー
ド
ら
し
く
、
ブ
ル
ー
の
芝

桜
。
シ
ン
ポ
ル
ッ
リ
ー
は
ヤ
マ

ポ
ウ
シ
で
、
レ
ン
ガ
の
階
段
に

緑
を
配
し
て
清
々
し
い
。

原
口
洋
一
放
送
局
長
は
、

「
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
の
お

か
げ
で
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
こ
の
ト
ア
ロ
ー
ド

の
放
送
局
か
ら
全
国
に
、
世
界

に
発
信
し
て
、
神
戸
の
人
々
に

愛
さ
れ
る
放
送
会
館
と
し
て
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

９
月
か
ら
は
神
戸
を
舞
台
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説
二
わ
か
ば
二
が

放
送
さ
れ
、
来
年
は
呈
義
経
二
が

大
河
ド
ラ
マ
で
登
場
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
」
と
。

今
秋
の
ｎ
月
に
は
引
越
し
も

終
わ
り
、
放
送
も
開
始
さ
れ
、

来
年
１
月
Ⅳ
日
に
は
世
界
へ
ト

ァ
ロ
ー
ド
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
発
信
さ

れ
る
。お
か
え
り
な
さ
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ

ん
！

一＝

膿ｴ澱i幽霊iii漉塞
舎回

工分画＝h‐

螺 話題のひろば：
。１

邸
･叉2

画

剣祝竣工ｊ>“神戸新放送錘
一一一

8８

上は笠井錬夫ＮＨＫ副会長、下は原口洋一神戸放送局長ｃ
左より喜びの原口局長を囲んで。

－

画弓

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



善愈０
，△③

樫

８
月
７
日
出
夜
。
夏
の
風
物

詩
。
「
み
な
と
こ
う
べ
海
上
花

火
大
会
」
が
催
さ
れ
た
。

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

（
会
長
。
田
中
教
仁
／
社
長
・

中
内
仁
）
も
、
恒
例
の
鑑
賀
会

が
本
館
Ｂ
１
Ｆ
借
楽
の
間
で
開

か
れ
、
約
３
０
０
人
の
招
待
客

が
家
族
連
れ
で
、
ゆ
か
た
姿
も

多
く
、
涼
味
あ
ふ
れ
る
ブ
ッ
フ
ェ

デ
ィ
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
楽
し
く

集
っ
た
。

特
に
当
夜
は
、
ま
す
ま
す
ホ

テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
に
磨
き
の
か

か
っ
た
中
内
仁
社
長
が
、
フ
リ
ッ

ッ
。
Ｅ
・
レ
オ
ン
ハ
ー
ト
（
神

戸
外
国
人
倶
楽
部
会
長
）
氏
を

通
訳
に
、
６
月
に
新
し
く
就
任

さ
れ
た
専
務
取
締
役
営
業
本
部

長
総
支
配
人
の
森
下
柴
生
さ
ん

を
紹
介
。

平
成
ｎ
年
に
顧
問
と
し
て
入

社
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ
ー
ル
ス
部

長
を
経
て
営
業
部
長
、
平
成
胆

年
常
務
取
締
役
営
業
部
長
兼
本

社
営
業
部
長
と
ブ
ラ
イ
ダ
ル
部

長
も
兼
任
さ
れ
、
６
月
に
総
支

配
人
と
い
う
優
し
さ
あ
ふ
れ
る

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
。
岡
野
憲
之

総
料
理
長
も
昭
和
弱
年
入
社
。

３
月
９
日
ホ
テ
ル
開
業
、
昭
和

闘
年
調
理
部
ホ
ッ
ト
セ
ク
シ
ョ

ン
料
理
長
、
平
成
ｎ
年
宴
会
調

理
部
長
、
そ
し
て
今
や
堂
々
の

総
料
理
長
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し

み
だ
。
別
時
晦
分
か
ら
は
屋
上

に
上
が
り
、
み
な
と
こ
う
べ
の

海
上
花
火
の
ど
か
－
ん
、
ど
か
－

ん
と
花
開
く
様
を
１
時
間
鑑
賞
。

終
了
後
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

て
デ
ザ
ー
ト
と
枠
な
計
ら
い
。

右
か
ら

癖
雨
奔
垂
帳
麦
配
人
、

岡
野
憲
之
総
料
理
長
、

レ
オ
ン
・
ハ
ー
ト
さ
ん

8９

些

醒

門
合
唾
二
』

茜

話題のひろＩ欝
罵
蒸冴』 鯵調謹翼

、
戸

２
０
０
４
年
８
月
７
日
夜

「
み
な
と
こ
う
べ
海
上
花
火
大
会
」

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
鑑
賞
会

に
集
う
一
職
嬢
．
Ｊ
Ⅷ

;豊騨 、ｉ
ｌ
ｊ
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震
－１「
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い
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元
町
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
２
０
０
４

川
月
９
日
出
～
Ⅳ
日
元
町
一
帯
で

元
町
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー

ク
は
今
年
で
７
回
め
。
商
店
街

有
志
が
集
ま
っ
て
は
じ
め
ら
れ

た
手
作
り
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
大
き
く
な
っ

て
い
く
も
の
の
、
ス
ト
リ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
ホ
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
ま
で
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ

ア
が
一
緒
に
な
っ
て
ど
こ
と
な

く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
煮
誰
も
が
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
て
ら
音
楽
に
参
加
で

き
て
し
ま
う
の
が
、
と
て
も
元

町
ら
し
い
と
こ
ろ
。

今
年
は
「
こ
う
べ
元
町
１
３

０
年
記
念
事
業
」
の
ひ
と
つ
と

な
り
、
記
念
の
企
画
や
新
し
い

試
み
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

元
ブ
ラ
が
て
ら
ラ
イ
ブ
演
奏
を

聴
く
こ
と
が
で
き
て
人
気
の
ス

ト
リ
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今

年
、
す
で
に
１
３
０
以
上
の
応

募
団
体
が
あ
り
（
応
募
締
め
切

り
は
過
ぎ
て
い
ま
す
）
、
昨
年

よ
り
ま
た
数
多
く
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

(左）彫刻家・外尾悦郎さん

(下）ピアニスト・比石妃佐子さん
（10/15神戸新聞松方ホールにてコンサート）

ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
神

戸
風
月
堂
ホ
ー
ル
、
丸
太
や
、

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
チ
ャ
ペ

ル
、
エ
ス
タ
シ
オ
ン
デ
神
戸
な

ど
元
町
界
隈
の
会
場
で
ク
ラ
シ
ッ

ク
や
オ
ペ
ラ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
コ
ン
サ
ー
ト
が

企
画
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、

岨
月
晦
日
㈲
に
は
、
彫
刻
家
の

外
尾
悦
郎
さ
ん
の
講
演
と
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
比
石
妃
佐
子
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
「
ア
ン
ト
ー
ー
オ
・

ガ
ウ
デ
ィ
幻
想
」
が
開
催
さ
れ

る
。
外
尾
さ
ん
は
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア

聖
堂
の
主
任
彫
刻
家
で
あ
り
、

２
０
０
０
年
に
は
「
生
誕
の
門
」

を
明
年
の
歳
月
を
か
け
て
製
作
。

同
じ
く
ス
ペ
イ
ン
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
活
躍
を
続
け
る
夫
人
の
比

石
さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
音
楽

と
と
も
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら

の
風
を
運
ん
で
き
て
く
れ
る
の

で
は
。
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル

／
岨
時
よ
り
／
前
売
一
般
３
５

~ｱi扉ZZワ

冨司

鱗瀧！魁
鱗
紹器ﾊﾊAcHI
元町NEWS

尾原－．．一－＝ポ

宮
１

地
口
国
画
風
。
■
阜
哩
【 ■

画

難

9０

こう奄刊、 3｡年配今寧塑

/1'世

０
０
円
・
当
日
４
０
０
０
円
。

元
町
界
隈
が
音
楽
で
い
つ
ぱ

い
に
な
る
９
日
間
、
く
わ
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
実

行
委
員
会
事
務
局
へ
。

■
元
町
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー

ク
実
行
一
委
員
会

狂
０
７
８
１
３
３
１
１
１
０
４
５

頁
言
く
へ
日
日
急
．
旨
へ lllI

罫,己麺叩/9画t-10,..Ｗ
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八ローキテイ誕生30周年記念展
ＫＩＴＴＹＥＸ,ＰＡＲＴＩ

９月2日(木)→13日（月）
大丸ミュージアムKOBE[大瀬申戸店郡司
●入場時間:午前10時→午後7時30分(8時閉場）
※９月3日(金)は午後6時まで(6時30分閉場>、
最終日は午後4時30分まで(5時閉場）
⑱会期中無休
④スタンプ･応募箱の設置は会期中のみ

■

↑
》

芸
術
の
秋
。

文
化
の
秋
を
彩
る
魅
力
あ
る
文
化

イ
ベ
ン
ト
の
祭
典
「
神
戸
ア
ー
ト
ウ

ォ
ー
ク
２
０
０
４
～
秋
の
文
化
イ
ベ

ン
ト
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
～
」
が
、
９
月

１
日
（
水
）
～
、
月
鈍
日
（
火
）
ま
で
、

約
３
ヶ
月
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て

い
る
。神
戸
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
や
元
町

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
、
市

内
田
の
団
体
や
文
化
施
設
に
よ
る

１
３
０
も
の
イ
ベ
ン
ト
が
対
象
と
な
る
。

「
神
戸
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、

１
９
９
９
年
よ
り
毎
年
行
な
わ
れ
て

お
り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
い
う
形
で
、

文
化
イ
ベ
ン
ト
を
連
携
さ
せ
、
芸
術
・

文
化
の
薫
り
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
多
く
の
方
に
神
戸
の

街
へ
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

対
象
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
『
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

Ｃ
情
報
・
臨
時
号
』
に
、
、
各
会
場
に

設
置
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
て

応
募
す
る
と
、
抽
選
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
ホ
テ
ル
宿
泊
券
、
お

食
事
券
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー

乗
船
券
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
る
。

応
募
は
が
き
の
締
切
は
廻
月
６
日
（
月
）

必
着
。

…皇状の霊幅刷

神
戸
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
ク
巳
０
０
４

～
秋
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ン
ブ
ラ
リ
ー
～

２
０
０
４
年
９
月
１
日
（
水
）
～
制
月
釦
日
（
火
）

釦Ｙ笹AIlgnFIImu01【ｎＴＷ
概酬１，ｍｑＱＵＷｍｆⅢｕｍＯＮ

神
戸
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
２
０
０
４
隈

１
蒋
今
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
注
目
！

旧
口
今
年
オ
ラ
ン
ダ
の
ブ
レ
ダ
・
ジ
ャ
ズ
フ
エ

、
Ｏ
師
ス
テ
イ
バ
ル
で
〈
神
戸
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー

伯
幻
町
卜
賞
〉
を
受
黄
し
て
来
日
し
ま
す
の
は
、

汁
打
野
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
か
ら
の
パ
オ
ロ
ア

仕
卜
北
ル
デ
リ
ッ
ギ
ー
と
い
う
堅
歳
の
若
き
ビ

叩
麺
宮
ア
ニ
ス
ト
で
す
。

１
１
三

監粕雷

⑥Ｉ９７８２００４ＳＡＮＲｌＯＣＯ.ILTC

９

酌

ｂ弔い

E凸ﾛ⑫＝■ロ■軍司画▲胃

(財)神戸市民文化振興財団神戸ｱー ﾄｳｵー ｸ事務局
丑078-351-3597http:"www､kobe-bunkajp/artwalk2004

蝿嵐“鵬鍛鵬鳥r嘩卿“

ランチ･タイムコンサート

～チューバとピアノの

楽しい対話～

ｇ/７(火)１１ｓＯ
チューバ：鈴木浩二､ピアノ：土井由美子

シーサイドホテル舞子ビラ神戸

あじさいホール

黙j／
スｇﾆﾉヅ三リ梱

/ 黒箪岨
E蕊鯉靭ｊ
自嘩印い"諦哩f耳g…e…9G歩ミ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ほ
し
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
実
践
を
呼
び
か

け
、
よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
食
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

健
康
ひ
ょ
う
ご
虹
県
民
運
動
Ｕ
Ｒ
Ｌ

底
奇
計
己
却
、
へ
二
．
登
録
『
・
拝
の
ロ
斥
○
１
丘
『
○
四
○
国
岸
一
己
へ

ひ
ょ
う
ご
〃
食
の
健
康
″
運
動
Ｕ
Ｒ
Ｌ

ぽ
づ
金
胃
へ
へ
当
乏
の
壱
・
己
『
の
浦
．
唇
『
○
四
○
・
一
口
へ
拝
の
ロ
六
○
声
望
○
ｍ
○
へ

健
康
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

庫
詳
冒
へ
ヘ
ョ
ョ
言
曇
丙
の
ロ
丙
Ｏ
‐
渉
園
○
ぬ
○
厘
．
旨
へ
、
曽
昌
○
へ
］
一
豊
旨
誌
日
一

9２

ｌ
健
康
づ
く
り
は
、
ま
ず
自
分
を
知
る
こ
と
か
ら

こ
の
運
動
で
は
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
の
項
目
ご
と
に
実

践
の
ポ
イ
ン
ト
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
私
も
県
民
行
動
指

標
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
を
や
っ
て
み
ま
し

た
が
半
分
以
上
当
て
は
ま
り
、
「
注
意
」
と
い
う
判
定
が

出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
自
分
の
食
生
活
の
状

態
を
知
り
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
け
ば
い
い
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
食
生

活
や
健
康
状
態
、
何
が
健
康
に
い
い
の
か
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
〃
食
の
健
康
″
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す

ｌ
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
健
康
づ
く
り
の
基
本

私
自
身
、
こ
の
運
動
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

毎
日
納
豆
や
豆
腐
を
食
べ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご
は
ん
を

主
食
と
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

大
豆
は
普
段
の
食
事
に
取
り
入
れ
や
す
い
食
材
で
す
の
で

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
、
大
豆
製
品
を
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

た
だ
、
大
豆
ば
か
り
食
べ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
一
番
大
事
な
の
は
大
豆
も
肉
も
魚
も
野
菜
も

バ
ラ
ン
ス
良
く
取
る
こ
と
、
こ
れ
が
健
康
づ
く
り
の
基
本

だ
と
思
い
ま
す
。

健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
健

康
実
現
と
活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
の
た
め
兵
庫

県
が
展
開
し
て
い
る
「
健
康
ひ
ょ
う
ご
別
大
作
戦
」
。
こ

の
中
か
ら
、
誰
も
が
手
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
食

で
つ
く
る
健
康
づ
く
り
「
ひ
ょ
う
ご
〃
食
の
健
康
″
運
動
」

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

食
事
は
バ
ラ
ン
ス
ご
は
ん
、
大
豆
と
減
塩
で
元
気
な
ひ
ょ
う
ご

「
ひ
ょ
う
ご
〃
食
の
健
康
″
運
動
」
に
つ
い
て

お
話
を
伺
っ
た
方
簾
蝿
蕊
溌
担
当
課
長
小
前
裕
一
さ
ん

剛諦~富んノ

の
健
康
協
力
店
」
と
し
て
登
録
し
て
、

ぶ
り
料
理
や
塩
分
控
え
め
料
理
、

大
豆
も
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
料
理
な
雄

ど
、
お
店
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
麺

ぜ
ひ
こ
の
協
力
店
ス
テ
ッ
カ
ー
の
健

貼
っ
て
あ
る
飲
食
店
を
利
用
し
て
麺

さ
ら
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
も
嫌
々
食
べ
て

い
る
の
で
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
お
い
し
く
食
べ
て
、
続

け
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
す
。
そ
こ
で
、
「
健
康
を
た
の

し
む
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
集
」
を
作
り
、
調
理
実
習
な
ど

で
実
践
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

が
食
卓
に
並
び
、
毎
日
お
い
し
く
、
楽
し
く
食
事
を
す
る

こ
と
が
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ｌ
飲
食
店
に
も
広
が
る
”
食
の
健
康
〃
運
動

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
は
、
外
食
を
取
る
機
会
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
健
康
的
な
食
事
に
関
心
を
持

ち
、
食
を
通
じ
た
健
康
を
心
掛
け
て
い
る
飲
食
店
を
「
食

の
健
康
協
力
店
」
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
野
菜
た
つ
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陵楓閏

神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
料
理
人

大
田
忠
道
氏
黄
綬
褒
章

授
章
を
祝
っ
て
集
う

；

全
一鹿』

有
馬
歳
事
記

TEL（078）904-0501(代）

URLhtiP://www・hyoacojp

１
４１

TEL（078）９０k4-0675

竃

7漉継鳥

況大宙忠蛍氏昔授独舞章祝裾会

五

１１

詞

9４

姉妹旅館

TEL（０

冬鋳

隅
Ｉ
Ｉ

Ｌ
‐
也
・
‐Ⅲ
伽

識
嬢
構

宙

有馬一望･歴史の名湯 静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

国際観光旅館

恥撫織月光園
ＯＥＫＫｃＤｌ

魁ｊ鍵y蕊，

ＨＹＯＥ

鍵篇
n.＝亜耳

料
理
の
鉄
人
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
乗
っ

て
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
た
大

田
忠
道
さ
ん
が
登
場
。
有
馬
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
大
ホ
ー
ル
に

約
６
０
０
人
大
盛
況
、
拍
手
が

湧
い
た
。

７
月
妬
日
、
司
会
は
寺
谷
紀

氏
。
来
賓
に
は
、
友
人
の
鴻
池

祥
肇
衆
議
院
議
員
が
か
け
つ
け
、

小
倉
久
米
雄
氏
（
全
国
調
理
技

能
士
連
合
会
長
）
に
続
い
て
、

出
身
地
の
土
佐
清
水
市
長
、
西

村
伸
一
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
若

き
日
の
忠
道
さ
ん
の
紹
介
が
。

兵
庫
県
技
能
会
連
合
会
長
・
奥

田
耕
作
か
ら
花
束
記
念
品
。
井

戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
か
ら
ト
ラ

イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
に
協
力
の
御

礼
が
。吉
田
義
男
元
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
監
督
と
、
梶
木
雅
夫
有
馬
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
社
長
が
二
人
で

乾
杯
の
音
頭
、
鏡
開
き
で
宴
は

最
高
。

今'季

下､

テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳＩＤＥＵＰ

ＴＥＬ(078）903-1024

畿騨扇ｉ
ｍＬ(078）904-0551

■
湾

■

〆

ＫＯＲＯＫＡＮ

‘IEL（078）903-2255向陽闇
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有馬の工房で開催された子どもたちのユニークな作品

７
月
岨
日
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
た
「
有
馬
七
夕
ひ
ょ
う
た
ん

ま
つ
り
」
。
目
玉
と
な
る
ひ
ょ

う
た
ん
作
品
の
展
示
・
品
評
会

の
他
、
ひ
ょ
う
た
ん
楽
器
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
ひ
ょ
う
た
ん
製

作
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

観
光
客
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。
七

夕
飾
り
の
も
と
、
有
馬
町
自
治

協
議
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
等

が
中
心
と
な
っ
て
ま
つ
り
を
盛

第
４
回
有
馬
七
夕
ひ
ょ
う
た
ん
ま
つ
り

品
評
会
に
力
作
揃
い

加工技術のすばらしい阪本義輝さんには技能賞

会議セミナーからご家族づれまで

有昌§グランドホテル
ＴＥＬ（078）904-0181

り
あ
げ
た
。

ひ
ょ
う
た
ん
作
品
品
評
会
に

は
、
一
般
か
ら
作
品
が
集
ま
り
、

ひ
ょ
う
た
ん
ま
つ
り
運
営
委
員

会
に
よ
る
審
査
（
審
査
委
員
長
・

藤
原
誠
一
淡
河
瓢
龍
同
好
会
会

長
）
が
行
な
わ
れ
た
。
大
賞
で

あ
る
太
閤
賞
に
は
揖
保
郡
の
松

本
六
二
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。
太

閤
秀
吉
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、

優
雅
で
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
育
ち

且

』ﾉ’
壁画 ■＝~

太閤賞の松本六ニさんの作品

ひょうたん楽器体験コーナー

TEL（078）904-3656(代） TEL（078）904-0731

か
た
や
芸
術
性
な
ど
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。
一
般
投
票
で
も
松

本
さ
ん
の
作
品
が
第
一
位
だ
っ

た
。
ひ
ょ
う
た
ん
の
美
し
さ
を

評
価
す
る
ね
ね
賞
に
は
淡
河
町

の
藤
原
寿
子
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

そ
の
他
、
地
元
の
有
馬
小
学
校

や
、
神
戸
市
立
西
山
小
学
校
等
、

子
ど
も
た
ち
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
も
並
べ
ら
れ
た
。

■

ＴＥＬ（078）904-0701

チェックイン１３：00、アウト１２：００

ゆっくりとお渦ごしいただけます愚

古象風叱蝶
9５

TEL（078）904-0781政府登録国際観光旅館

日本の伝統

数寄屋造りの跡
自然の恵みを

湯けむりに伝える

雁ただようくつろぎの航

中の塗雪続
織飲山
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大人気のデザートバイキング

…EFj之引

キ
ン
グ
（
９
８
０
円
／
料
理
を

注
文
す
れ
ば
４
０
０
円
）
。
黒

ご
ま
・
豆
腐
・
マ
ン
ゴ
ー
・
ラ

イ
チ
な
ど
の
自
家
製
プ
リ
ン
、

ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
の
ゼ
リ
ー
、

プ
チ
ケ
ー
キ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
が
ブ
ッ
フ
ェ
形
式
で
好

き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
る
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
中
国
茶
が
そ
ろ
う
ド

リ
ン
ク
バ
ー
は
３
８
０
円
（
料

理
を
注
文
す
れ
ば
２
８
０
円
／

平
日
は
１
８
０
円
）
。
中
国
茶

は
、
ラ
イ
チ
や
マ
ン
ゴ
ー
、
桃

な
ど
の
香
り
豊
か
な
お
茶
で
、

デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン
グ
が

大
人
気

ホ
ン
コ
ン
シ
ャ
オ
ッ
ー

中
華
キ
ッ
チ
ン
「
香
港
小
厨
」

い

ん

マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
ポ
ル
ト
バ

ザ
ー
ル
に
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
香
港
小
厨
」
。
店
内
は
ア

ジ
ア
ン
リ
ゾ
ー
ト
感
覚
に
あ
ふ

れ
た
も
の
で
、
海
辺
の
風
を
受

け
る
屋
外
ス
ペ
ー
ス
は
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
ゆ
っ
く
り
お
茶

を
楽
し
む
に
は
最
適
。

こ
の
お
店
で
、
特
に
女
性
に

大
人
気
な
の
は
デ
ザ
ー
ト
バ
イ

び
つ

と
⑱

画
香
港
小
厨
マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
△
店

マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
ポ
ル
ト
バ
ザ
ー
ル

シ
ー
ポ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
ッ
内

包
０
７
８
１
７
０
４
‐
６
１
７
４

，
》
叩
～
塑
酌
叩

休
日
は
マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
に
準
ず
る

9６

本
格
！
広
島
お
好
み
焼

宅
配
・
持
ち
帰
り
専
門
の
店

「
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
」

取
材
に
行
っ
た
ら
ま
ず
「
本

当
の
広
島
の
お
好
み
焼
を
知
ら

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
確

か
に
ソ
バ
が
入
っ
て
る
く
ら
い

し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
広
島
出
身
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
言
わ
せ
る
と
、
神

戸
に
あ
る
広
島
風
お
好
み
焼
は

本
場
と
全
然
ち
が
う
ら
し
い
。

確
か
に
「
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
」
の

広
島
風
お
好
み
焼
は
、
野
菜
た
っ

ぷ
り
で
、
素
材
が
ぎ
っ
し
り
つ

ま
っ
て
い
る
感
じ
。
い
わ
ゆ
る

粉
モ
ノ
の
お
好
み
焼
と
は
全
く

食
後
に
も
ぴ
っ
た
り
。
月
替
わ

り
に
お
茶
の
種
類
が
変
わ
る
ら

し
い
の
で
楽
し
み
。
デ
ザ
ー
ト

バ
イ
キ
ン
グ
と
ド
リ
ン
ク
バ
ー

は
終
日
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
疲
れ
た
ら
こ

こ
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
ほ

し
い
。
も
ち
ろ
ん
お
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー

も
豊
富
で
、
日
本
人
の
好
み
に

合
わ
せ
た
中
華
料
理
だ
。
坦
々

麺
（
８
０
０
円
）
、
中
華
粥
、

酢
豚
や
エ
ビ
チ
リ
な
ど
の
本
格

メ
ニ
ュ
ー
の
他
、
オ
ム
レ
ツ
と

マ
ー
ポ
ー
な
ど
中
華
メ
ニ
ュ
ー

が
合
体
し
た
名
物
の
石
焼
き
オ

ム
ご
飯
（
８
８
０
円
～
）
と
い
っ

た
特
製
メ
ニ
ュ
ー
も
。
点
心
か

ら
前
菜
、
メ
イ
ン
ま
で
そ
ろ
っ

て
い
る
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
（
ｕ
函

帥
～
Ⅳ
帥
伽
）
に
は
、
お
か
ゆ

か
ラ
ー
メ
ン
に
飲
茶
が
つ
い
た

ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
（
１
２
０
０
円
）
、

中
華
バ
ー
ガ
ー
割
包
セ
ッ
ト

（
９
０
０
円
）
、
麻
婆
オ
ム
ご
飯

セ
ッ
ト
（
１
０
０
０
円
）
な
ど

セ
ッ
ト
が
お
得
。

豆
乳
を
使
っ
た
香
港
豆
花
ド
ー

ナ
ツ
や
中
華
バ
ー
ガ
ー
な
ど
は
爵

店
先
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
受
け

付
け
て
い
て
、
秋
以
降
は
も
っ

と
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
す
る
予
定

な
の
で
、
足
を
迎
ん
で
み
て
ほ

し
い
。

蝿
鼠
捗
い
譜
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おしゃれなキッチン

ち
が
う
。
う
ま
い
！
わ
し
や
広

島
に
行
く
け
ん
！
と
言
わ
な
く

て
も
「
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
」
は
宅

配
専
門
の
店
だ
か
ら
、
お
家
や

仕
事
場
に
持
っ
て
来
て
も
ら
え

る
ん
で
す
。

本
場
広
島
の
お
好
み
焼
を
、

ぜ
ひ
神
戸
の
人
に
食
べ
て
ほ
し

い
、
た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
宅

配
専
門
の
お
店
に
し
た
と
か
。

広
島
風
は
キ
ャ
ベ
ツ
を
た
く
さ

ん
使
う
の
で
、
時
間
が
た
っ
と

水
分
が
出
て
し
ま
う
。
そ
の
あ

た
り
の
蒸
ら
し
の
加
減
な
ど
も

き
ち
ん
と
計
算
さ
れ
て
い
る
の

で
、
宅
配
や
持
ち
帰
り
で
時
間

が
か
か
っ
て
も
、
ま
た
万
が
一

冷
え
て
し
ま
っ
て
も
お
い
し
い
。

６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、

リ
ピ
ー
タ
ー
続
々
。
毎
日
の
よ

う
に
注
文
し
て
く
る
人
や
、
お

昼
ど
き
に
職
場
に
持
っ
て
来
て

も
ら
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
Ｏ
Ｌ

な
ど
に
、
す
で
に
大
人
気
と
か
。

１
枚
に
４
分
の
１
個
使
う
と

い
う
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
長
野
産
、

兵
庫
産
な
ど
そ
の
時
に
い
ち
ば

ん
お
い
し
い
産
地
か
ら
取
り
寄

く
り
食
べ
ら
れ
る
お
店
が
な
い

の
よ
れ
、
と
い
う
生
徒
さ
ん
か

ら
の
要
望
で
、
ラ
ン
チ
を
作
る

よ
う
に
な
っ
た
と
か
。
谷
住
さ

ん
は
か
つ
て
元
町
で
レ
ス
ト
ラ

ン
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
、
コ
ッ
ク
さ
ん
の
仕
込
み
な

ど
は
よ
く
見
て
い
た
の
で
何
も

困
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か

も
谷
住
さ
ん
は
、
料
理
を
作
る

の
が
と
に
か
く
早
い
、
と
い
う

得
意
技
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
お

料
理
は
、
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
に
だ

い
た
い
皿
種
類
程
度
、
た
く
さ

ん
の
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。
月
に

よ
っ
て
テ
ー
マ
が
変
わ
り
、
ス

ペ
イ
ン
料
理
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
、

イ
タ
リ
ア
ン
、
ビ
ス
ト
ロ
と
い
っ

た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
ち
な
み
に

牛
宮
の
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
の
メ
ー
ー
ュ
ー

は
と
い
う
と
、
イ
カ
ス
ミ
の
ご

は
ん
、
鶏
の
胸
肉
と
野
菜
た
っ

ぷ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
お
い

し
く
て
お
し
ゃ
れ
で
、
他
で
は

お
目
に
か
か
れ
な
い
も
の
も
多

い
。
と
に
か
く
野
菜
を
た
っ
ぷ

り
使
う
の
で
、
駅
前
に
日
曜
日

に
出
る
朝
市
で
買
い
込
む
の
だ

と
か
。
ア
ミ
ュ
ー
ズ
、
ス
ー
プ
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
レ
ー
ト
、
デ
ザ
ー

炭鳥貝お好み焼を宅配

せ
る
。
そ
ば
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
麺
、

豚
肉
は
広
島
か
ら
、
た
ま
ご
は

淡
路
か
ら
、
と
す
べ
て
に
こ
だ

わ
り
つ
く
し
た
お
好
み
焼
、
定

番
の
そ
ば
・
肉
た
ま
ご
は
６
８

０
円
。
ソ
ー
ス
は
４
種
類
か
ら

選
べ
る
。
そ
れ
以
外
で
も
、
塩

焼
そ
ば
（
６
５
０
円
）
、
ポ
ン

酢
で
あ
っ
さ
り
と
食
べ
る
塩
も

だ
ん
（
７
８
０
円
）
、
佐
賀
県

産
地
鶏
・
み
つ
せ
鶏
の
手
羽

（
３
本
４
５
０
円
）
な
ど
が
お

す
す
め
。

お
得
な
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
は
、

ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
の
お
好
み
焼
吐

焼
そ
ば
に
ラ
イ
ス
と
ウ
ー
ロ
ン

茶
、
み
そ
汁
（
５
０
０
円
）
、

サ
ラ
ダ
が
つ
い
て
６
５
０
円
。

宅
配
料
は
一
切
か
か
ら
ず
、
宅

配
エ
リ
ア
は
中
央
区
、
灘
区
の

一
部
（
詳
し
く
は
お
店
へ
）
。

■
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん

ａ
Ｏ
７
８
１
２
６
２
１
０
５
３
８

（
剛
０
７
８
１
２
６
２
１
０
５
３
７
）

Ⅱ
恥
伽
（
注
文
受
付
抑
“
叩
）
～
午
前

１
“
卯
（
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
釦
）

無
休北

区
の
住
宅
街
の
普
通
の
お

家
が
、
月
に
何
日
か
だ
け
、
お

い
し
い
ラ
ン
チ
が
食
べ
ら
れ
る

カ
フ
ェ
に
な
る
。
料
理
を
作
る

谷
住
比
呂
子
さ
ん
は
、
も
と
も

と
お
家
で
食
器
な
ど
に
絵
を
描

く
絵
付
け
教
室
を
開
い
て
い
た
。

こ
の
辺
り
は
、
ラ
ン
チ
が
ゆ
っ

月
に
何
日
か
だ
け
オ
ー
プ
ン

「
ク
ッ
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
ヒ
ロ
コ
」

■■

谷住比昌子さん

砥声

§
伽

､釦卜
、
コ
ー
ヒ
ー
が
つ
い
て
１
５

０
０
円
。
完
全
予
約
制
で
、
第

１
．
４
週
の
み
営
業
。
巧
人
程

度
が
限
度
な
の
で
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
夜
は
営
業
し

て
い
ま
せ
ん
。

谷
住
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ド

リ
ン
ク
も
人
気
で
、
赤
ワ
イ
ン

と
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
、
レ
モ

ン
が
入
っ
た
７
色
野
菜
の
サ
ン

グ
リ
ア
（
３
５
０
円
）
、
ス
パ

イ
ス
を
使
っ
た
香
り
の
レ
モ
ネ
ー

ド
（
３
５
０
円
）
、
に
わ
と
こ

の
シ
ロ
ッ
プ
を
ソ
ー
ダ
で
割
っ

た
に
わ
と
こ
花
リ
ッ
キ
ー
（
４

０
０
円
）
、
シ
ソ
の
実
と
シ
ソ

の
葉
を
紅
茶
に
入
れ
た
か
ら
だ

キ
レ
イ
茶
（
３
０
０
円
）
。

南
フ
ラ
ン
ス
風
の
イ
ン
テ
リ

ア
、
谷
住
さ
ん
が
手
作
り
で
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
お
し
ゃ
れ
な
キ
ッ

チ
ン
、
そ
し
て
何
よ
り
谷
住
さ

ん
自
身
が
と
て
も
す
て
き
な
方

な
の
で
、
あ
な
た
に
こ
っ
そ
り

教
え
た
い
ク
ッ
キ
ン
グ
カ
フ
ェ

で
す
。

回
ク
ッ
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
ヒ
ロ
コ

ａ
Ｏ
７
８
１
５
８
３
１
６
２
８
６
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ア

凶

Ｍ
Ｕ
Ｓ
‐
Ｃ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ

世
界
的
に
活
躍
す
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
コ
シ
ノ

ヒ
ロ
コ
。
彼
女
の
生
活
の
拠
点

で
あ
る
芦
屋
で
「
コ
シ
ノ
ヒ
ロ

コ
と
菅
崖
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
と
も
に
絵
画
、
水
墨
、

書
な
ど
の
作
品
を
紹
介
。
ま
た

宝
塚
歌
劇
『
シ
ニ
ョ
ー
ル
ド
ン

フ
ァ
ン
』
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
舞
台
衣
装
な
ど
の
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
も
展
示
さ
れ
る
。
皿

月
１
日
、
ｎ
月
皿
日
に
は
豪
華

ゲ
ス
ト
を
迎
え
た
コ
シ
ノ
ヒ
ロ

コ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
芦
屋
ル
ナ

コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
展

芦
屋
市
立
美
術
博
物
館

（
阪
神
「
芦
屋
」
南
東
徒
歩
胴
分
）

９
／
掴
⑧
～
Ⅵ
／
鋼
（
火
祝
）

相
恥
加
～
〃
伽
的

会
期
中
無
休

一
般
１
０
０
０
円
大
高
生
８
０
０
円

中
小
生
無
料

公
０
７
９
７
１
３
８
１
５
４
３
２

Ａ
Ｒ
Ｔ イベント

スケジュール
〃

2004.9-10

コシノヒロコ

ＡＰＰＥＡＬＲＥＣＯＲＤＳ￥500

＝

ア
ジ
ア
太
平
洋
芸
術
公
演

チ
ェ
ン
・
ミ
ン

ニ
胡
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

（
地
下
鉄
「
新
神
一
匠
駅
上
）

９
／
溺
出
仰
岬
釦
開
演

９
／
お
日
脚
”
伽
開
演

Ｓ
席
６
５
０
０
円
Ａ
席
５
０
０
０
円

目
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
チ
ケ
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス

ａ
Ｏ
７
８
１
３
３
３
１
３
３
９
９

西
宮
に
開
館
す
る
兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

に
先
駆
け
た
ソ
フ
ト
先
行
事
業

の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
芸

３
ピ
ー
ス
・
ラ
イ
ブ
バ
ン
ド

「
匡
コ
ー
ー
ヨ
拝
の
ユ
、
『
ｏ
ｍ
Ｑ
ｏ
ｍ
ｍ
汁
」

第
４
回
佐
伯
紀
久
子
之
会

別
会
能

湊
川
神
斜
締
能
殿

９
／
如
伽
帽
酬
帥
開
演

一
般
８
０
０
０
円
学
生
３
０
０
０
円

回
問
い
合
せ
／
佐
伯
紀
久
子

盃
０
７
８
１
７
３
１
１
２
７
２
７

佐
伯
紀
久
子
が
シ
テ
方
を
つ

と
め
る
「
清
経
」
、
観
世
清
和

が
シ
テ
方
を
つ
と
め
る
「
杜
若
」
、

他
狂
言
「
棒
し
ば
り
」
、
独
吟

「
起
請
文
」
、
舞
難
子
「
郡
郷
‐
一
。

ホ
ー
ル
で
開
催
（
岨
時
～
・

股
１
５
０
０
円
）
。

田
裕
之
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

城
下
町
・
篠
山
市
の
た
ん
ば
田

園
交
響
ホ
ー
ル
で
、
あ
た
た
か

い
言
葉
を
紡
い
だ
歌
を
、
持
ち

前
の
美
し
い
歌
声
で
披
露
す
る
。

サ
ポ
ー
ト
に
神
戸
大
学
軽
音
楽

部
ジ
ャ
ズ
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
。

※
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

術
を
招
聡
す
る
。

中
国
・
上
海
出
身
の
二
胡
奏

者
、
チ
ェ
ン
・
ミ
ン
は
、
日
本

で
も
テ
レ
ビ
や
Ｃ
Ｍ
等
で
活
躍

中
。
を
ゆ
る
や
か
な
河
川
の
悠

久
の
流
れ
の
よ
う
な
、
澄
ん
だ

二
湖
の
音
色
を
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
生
で
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

震
9８

笹緯
蛸目

石
田
裕
之

ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

ふ
る
さ
と
の
唄

た
ん
ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ
「
篠
山
ロ
」
駅
下
車
↓
バ
ス
）

抑
／
循
出
旧
叩
叩
開
演

一
般
１
０
０
０
円

回
問
い
合
せ
／
交
響
ホ
ー
ル

冠
０
７
９
１
５
５
２
１
３
６
０
０

Ｐ
ｕ
で
も
紹
介
し
て
い
る
石

チェン・ミン

ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
ブ
ロ
ー
ド

キ
ャ
ス
ト
は
、
伝
説
の
バ
ン
ド

「
太
陽
の
塔
」
解
散
後
、
ド
ラ

ム
・
石
塚
と
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
井

垣
が
ベ
ー
ス
の
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
を
迎

え
て
誕
生
し
た
。
都
内
、
関
西

を
中
心
に
年
間
２
０
０
本
以
上

の
ラ
イ
ブ
を
こ
な
し
、
支
持
を

得
て
い
る
。
８
月
に
マ
キ
シ
シ

ン
グ
ル
「
屈
め
い
ず
①
砦
睦
言
］

愚
昌
」
を
発
売
。
「
昼
の
明
る

い
空
も
夜
の
空
も
本
当
の
空

な
ん
だ
だ
か
ら
問
題
は
ど
っ

ち
を
信
じ
る
か
っ
て
事
さ
」
。

激
し
く
も
軽
快
に
響
く
ギ
タ
ー

サ
ウ
ン
ド
と
と
も
に
や
さ
し
く

突
き
刺
さ
る
言
葉
が
印
象
的
な

ア
ン
リ
ミ
。
皿
月
３
日
⑧
姫
路

Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
に
て
ラ
イ
ブ
決
定
。

■
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｄ
Ｓ

盃
０
３
１
５
７
６
６
１
５
１
２
１

Ｉ ■
１
１

石田裕之
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千種(Sax）
29（水）YOSHIMlBAND
30（木）ＳＥＳＳｌＯＮＮｌＧＨＴ／ホスト辻

佳孝ﾄﾘｵ

画寓屋宗兵衛
TELO78-332-1963

httpWWww・soubei､net／
３（金）Intoanotherorbit,N、S,TRIO

５（日）Ｃａｓａ

６（月）高橋知道(tsax)須藤雅彦(9)宮
上啓仁(b)清水勇博(dr）

８（水）ヒロ・野口(ｔｐ・fIg)他

11(土）石橋文博＆ハチロー
13（月）須藤雅彦(9)福光慶子(p)宮上
啓仁(b）

15（水）高免信喜(9)栗田陽介(tsax)他
16（木）OIdFashion
l7（金）ＤＣ?Ja

l8(±）SevenStart?ビｱﾉ表現者粟団

19（日）熊谷妃見子＆辻上百合子(vo)／
いとう朔ボーカル教室発表会

20（月）７０'SOULMusicｱｻｺ・ひな他

25(士）Ｂｂ５辻井隆(tsax)他
26（日）本岡まもる(p)馬淵昌宏(9)大
森成彦(b)花夏(vo）

28（火）土井恵利子(p)水戸康陽(b)大
倉新司(｡r）

29（水）越山満美子(p)橘隆司(9)他

圃SONE

TEL･O78-221-7009

http:〃kObe-Sonacom
l（水）辛島寿美子十ﾄﾘｵ
２（木）河村恭子十ﾄﾘｵ
３（金）大越理加十ﾄﾘｵ

４(土）北荘桂子十ﾄﾘｵ
５（日）ロイヤル・フラッシュジャズバ
ンド

６（月）浅香久志十ﾄﾘｵ

●ライブ．ハウス・スケジュール 9月｡

７（火）ボンビ柿本十トリオ

８（水）大越理加十ﾄﾘｵ
９（木）溝口恵美子十ﾄﾘｵ
10（金）北荘桂子十ﾄﾘｵ

11(土）新井雅代十ﾄﾘｵ
12（日）鍋島直潤クワルテット十北荘桂

子

13（月）河村恭子十ﾄﾘｵ
14（火）原田裕子十トリオ

15（水）新井雅代十ﾄﾘｵ
16（木）古谷充クワルテット
17（金）辛島寿美子十ﾄﾘｵ
18(±）ペティ鞍富十ﾄﾘｵ

19(土）藤井貞泰ﾄﾘｵ＋大越理加
20（月）西田あつ子十ﾄﾘｵ

21（火）キャンディー浅田十ﾄﾘｵ
22（水）ハワイアン＆ウェスタン／ハレ
クラニボーイズザ・シャギー

マウンテンポーイズ

23（木）長谷川元伸クワルテット+宮野
英子

24(金）新井雅代十ﾄﾘｵ
25(±）大越理加十ﾄﾘｵ
26（日）シﾔﾈﾂﾄ＋高岡正人ﾄﾘｵ

27（月）かねだたつこ＋ﾄﾘｵ
28（火）山内尚美十ﾄﾘｵ
29（水）岩宮美和ひきがたり
30（木）Yoshika＋ﾄﾘｵ

団MaidenVoVage
TELO78-805-0899

http:/I/WWW・koyo,net/maiden-voVa9e
l（水）ＪＡＭ・ＪＡＭ・JAM
７（火）まえすとろ

9（木）神戸六甲夏劇場／浅草THEと
さや85他

19（日）ＳCl,ff
21（火）ＭＮＴ

２６（月）JamSession／‘ホスト須藤雅
彦他

回チキンジョージ
TEL､078章392-0146

http://WWW・chioken-george,cojp
lO（金）ＲＯＣＫＯＦＡＧＥＳ／アナム＆

マキムッシュかまやっ他
11(土）ｱｲﾗﾝドミュージック・ライブ
12（日）DlSCOnight
l6（木）松原正樹
17（金）「アコウスティックの時間」
18(±）本田雅人

19（日）2004だててんりゆうライブ1
20（月）BANDOFSHlGEOROLLOVER
22（水）ＡＳＷＥＳＰＥＡＫ

２３（木）SpinaB-ill＆THEcavenTans
CBravan

24(金）レイニーウッド
27（月）ZAZENBOYS

30（木）syrupl6g

■ピアジュリアン
TELO78-391-8081

http:〃www‘pia-juliencom
l（水）佐藤和宏(Ｃｌ）
２（木）渡彊悦朗(ﾌｧコｯﾄ)藤渓優子(p）
３（金）渡戸由布子(ｺﾝﾄﾗパｽ)林典子(p）
５（日）高橋乗子(チェロ)山内尚子(p）
７（火）安田華子(v､)原田恭子(p）
８（水）森川留理子(p）
９（木）近藤美香(P）
10（金）田中敦子(p）

11(±）鄭里花(ｿブﾗﾉ)藤江圭子(p）
12（日）亀山香織(P）
14（火）西本淳(Sax)植田浩徳(p）

15（水）本吉優子(v､)田中優子(p）
16（木）福島紀子(ﾒｿｿブﾗﾉ)佐田めぐみ(P）

17（金）武田有賀(p）
18(士）金津佳代子(pリ
19（日）奥野香織(P）
21（火）宮崎万里(v､)植田浩徳(p）
22（水）萩原次己(バリトン)賑うT圭子(p）

23（木）近藤美香(p）
24（金）鈴木華重子(p）
25(土）吉岡一郎(Sax)大西隆弘(p）
26（日）佐藤和宏(Cl)大西隆弘(p）
28（火）中嶋悦子(ヴィオラ)植田浩徳(p）
29（水）藤渓優子企画シリーズ
30（木）小笠原薫(v､)山内尚子(p）

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
１
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
栂
１
３
建
創
ビ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
１
３
３
１
１

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

、
。

図Holly1s
TELO78-251-5147

'1t怪蝋剥ﾂ隙鮮&小川趣
６（月）河野美紀(vo)高橋玲奈Ｉｐ)坂崎拓也(b）
７（火）藤井三和子(vo)小泉裕子(p)奈
良原裕一(b)森本太郎(｡r）

８（水）三浦昌彦(tP)カルテット
９（木）大内玲子(p)吉田武史(b)山田
幸彦(｡r)和田正範(Sax）

10（金）猿丸詩摩子(vo)名倉学(p)山津
洋介(9)岡本崇志(b）

11(土）奥村彩(vib)島田勝典〈p)葛恭
隆(b)森本太郎(｡r）

13（月）辻佳孝(p)若林美佐(b)塩入基
弘(dr)田中洋一(tp）

14（火）西田仁(p)葛恭隆(b)恒川久徳(｡『）
15（水）HANNY(v､)原田耕自(p)宮本龍治(b）
17（金）尾原やよい(p)大谷訓史(b)野口優(dr）
18(±）EVEROBlN(尺八)RONMASON
(9)小出泰正(b)松井道館(dr)他

19（日）私の好きな三大巨匠／畑山
紀美代(vo)杉本了(p)他

21（火）中王路恵美子(vo)源悦子(p）
22（水）もりあきこ(vo)三浦敦子(p）
23（木）加留部洋美(vo)福井陽子(vo）
森田康之(b)奈良原裕一(b）

24（金）藤村麻紀(vo)西田誠（９）
25(土）小倉慎吾〈Tsax)丹田香(ASax)下
城美佳(p)黒田真(b)豊島和也(｡『）

27（月）高木みな(vo）
28（火）長井美恵子(p)三原修(b)向原

愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

●
石
田
裕
之
コ
ン
サ
ー
ト
（
柏
／

柏
た
ん
ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル
）
ペ

ア
ー
組
２
名

、
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん

（
湊
川
公
園
）
２
名

９
／
９
～
虹
「
恋
愛
適
齢
期
」

「
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ガ
ー
ル
ズ
」
▽

９
／
理
～
Ⅲ
／
１
「
コ
ー
ル
ド
マ

ウ
ン
テ
ン
」
「
白
い
カ
ラ
ス
」

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
）
２
名

９
／
４
～
「
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
ル
シ
ン

グ
」
▽
９
／
ｕ
～
「
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

▽
９
／
蝿
～
「
ア
イ
・
ロ
ボ
ッ
ト
」

▽
Ⅲ
／
２
～
「
感
染
・
予
言
」
▽

ｍ
／
中
旬
～
「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・

ウ
ィ
ン
ド
ウ
」
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